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突然ですが・・・ 

”高次脳機能障害” 

知っていますか？ 

聞いたことはありますか？ 

 



高次脳機能とは・・・ 

⇒人がよりよく生きるための脳の機能 

言語 

注意 

学習 

思考 

記憶 

計画 

推論 



目に見えない高次脳機能障害 

◎周囲の人に理解されにくい 

◎100人いたら症状は100通り 
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  ご家族様や患者様の負担になりやすい！ 
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このような経験ありませんか？ 

ご家族 

本人様 

「前はこんなにわがままではなかったのに・・・」 
 

「何でこんな簡単なことが出来ないの？」 

「私は普通なのに、みんな大げさだよ！」 
 

「何でそんなに心配するんだ？性格だよ！」 
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このような・・ 

 ◎ご家族と患者様の認識の違い 

 ◎病前と比べての違和感 

高次脳機能障害 

１．注意障害 

２．失認 

３．失行 

４．記憶障害 

５．その他 



・キョロキョロする事が多くなった 
・いつもブレーキを忘れたまま立ち上がる 
・食事に集中できず時間がかかる 

注意障害かも！！？ 



【注意障害の分類】  

『 続けられる力 』  
・集中力を持続させ、一定の行
動を行うこと 

『 見つけられる力 』 
・多くの刺激の中から、的確な
１つの刺激を選べること 

『 変えられる力 』 
・１つの行動から別の行動へ集中
が変換できること 

『 同時に見つけられる力 』 
・１度に２つ以上の刺激に対して、

同時に集中して行動を行うこと 
 

分配性 



・食事で右側のものを残してしまう 
・左から声をかけても振り向かない 
・麻痺側の手を車椅子の車輪に挟む 

失認かも！！？ 



失認とは 
感覚（目、耳）は正常であるのに、麻痺側の
人や物を認識できない。 

 

半側空間失認：視覚・聴覚・触覚は正常なのに   

           麻痺側からの刺激を無視する 

 

身体失認：麻痺している身体が自分の 

                   身体である と認識できない 



・手足は動くのに、ぎこちない 
・ハサミ等身近な道具がうまく使えない 
・くしを髭剃りのように使う 
 

失行かも！！？ 



失行とは？ 
運動器官(手足などの筋力や感覚)の問題がないの
に手慣れた動作を行うことができない状態。 

 
肢節運動失行：手指などの動作が、あらゆる場面で  

          不器用・ぎこちない・動作を開始でき 

          ない 

 

観念運動失行：習慣的な動きが出来ない 

           (サヨナラと手を振る) 

 

観念失行：日常で使い慣れた道具が上手く使えない 



記憶の問題 
～「単なる物忘れがひどい」とは異な

る～ 



記憶障害とは 

具体的にどんな内容を忘れるのかを 
確認しておくことが必要 

年相応の低下 
高次脳機能障害 
によるもの 

単なる忘れるではなく、 

どんな内容を忘れてしまうのか
によって対応が変わる 



記憶の種類 



その他 
こんな症状もありませんか・・・ 

• 笑ったと思ったら怒った 

 

 

 

• やる気がなくなっている 

 

• 性格の変化 

 

• 物ごとへの執着（時間、場所など） 



まとめ 

ご本人が一番混乱しています 

何で？ 

何で？ 

ご家族様がご本人の状態を理解することが 

患者様を支える第一歩です。 



注意障害への対応 

POINT 

①一つ一つの動作から伝える 

 車いすは操作する順番を決めて統一する。ミスが多
い場合は一つは本人に行ってもらい後は手伝う 

 

②伝えることは端的に 

 時にはメモの利用 

 

③集中・注意の喚起 

 統一した声掛け。何度も指摘してしまうとストレスに
なるのでできない場合は一緒に行う 

 



④視覚情報の利用(ポスターなど) 

 ナースコールやテレビのリモコンなど本人が
良く使うものは本人の近くに置いておく 

 

 

⑤集中しやすい環境を作る 

集中できない場合は静かな場所・人の少ない
場所など刺激の少ない場所で行う 
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失認への対応 

• ナースコールや注意喚起のポスターなど重要な
ものは非無視側に置く 

• 非麻痺側で麻痺側を触って認識をあげる 

• 麻痺側の手足が挟まらないようクッションを置く 

 

 

※気をつけなきゃと発言してもすぐに直せない！ 

  言葉でなく行動の観察が重要 



失行症の対応 

①日常生活のどんな場面で現れるか把握 

 失敗を少なくできるようにできない箇所で手を添
える。 

 間違っていても過度に訂正・指摘を加えない 

 

②環境を整える 

 集中しやすい環境で行う。時間にゆとりを持って
自分のペースで進められるよう援助する 



③関わり方の統一 

 ・リハビリ・ナース・家族で関わり方（声掛け 

  や手の添え方）統一する 

 ・一つの動作が終わってから次の行動を促す 

  （同時に複数の指示は控える） 

 ・本人の納得しやすい方法（絵図や言葉） 
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記憶障害に対しての対応 

• 忘れてしまうのは、病気のせいなので、繰り
返し聞き、説明をしてあげてください。 

• 忘れにくいような環境設定にする 

  （目で見て分かるような工夫など） 

• 時間に合わせて（カレンダーなど）一緒に書く
事も有効なこともあります。 
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